海外農林業協力ＮＧＯ等活動促進事業

【様式１－１】
番　　　号

年　月　日

社団法人　国際農林業協働協会

会　　長　　東　　久　雄　殿

団 体 名
代表者名 　　　　　　　　　印

平成21年度専門家派遣支援事業（海外活動）

支援申請書の提出について

貴協会の「専門家派遣支援事業実施基準」第６条の規定に基づき、下記活動について支援を受けたく申請します。

記


　　海外活動名：

　　　


　　活動に必要な専門家派遣支援事業費　　　　　　　　　　　円


平成21年度
専門家派遣支援事業（海外活動）支援申請書
１．申請NGO
１）団体の名称

２）団体の所在地

３）代表者の氏名（経歴書添付のこと）
４）設立年月日および会員数

５）事務局の職員数（有給、無給の別）

６）海外協力活動を行う趣旨
７）協力活動の概要
８）農林業分野における活動概要
９）他からの助成の有無（ある場合は補助事業名、事業内容、事業別補助額等を具体的に記入；外務省○○事業○○○千円、ジェイカフ○○事業○○○千円等）

１０）最近の主な活動（ただし、パンフレット等があればこれを代用可。）

２．活動内容*
１）協力活動名：

２）協力活動場所：○○国○○州○○県（あるいは郡）○○地区
３）協力相手団体：

４）協力の目的：（箇条書）

５）活動計画：（全体計画および当該年度計画）

６）専門家の派遣が必要な理由
７）期待される協力効果（箇条書）

８）専門家の派遣日程（案）（様式自由、添付可）

９）受入国の公的団体からの要請書または推薦書の有無
１０）協力活動の担当者




部署




氏名




TEL／FAX／Eメールアドレス
３．活動経費

当該支援を申請する協力活動に必要な経費のうち、ジェイカフに申請する額（受益者負担金を含む額）を別表1-1の1）に、その他当該協力活動の実施に必要な経費を別表1-1の2）に記入（ただし本年度分）。
４．専門家の帰国日：平成　　年　　月　　日
（別表1-1）

	事 業 項 目
	所　要　額
	資 金 調 達 方 法

	１）ジェイカフに支援を申請するNGO農林業協力活動

	海外活動に要する経費
	ジェイカフ

	①国内旅費（打合せ・赴帰任時を含む）
	
	ジェイカフ

	②外国旅費
	
	ジェイカフ

	③専門家手当
	
	ジェイカフ

	④機材費
	
	ジェイカフ

	⑤現地業務費
	
	ジェイカフ

	計
	
	

	２）その他当該協力活動の実施に必要な経費
	

	（１）農林業以外の専門家またはスタッフ派遣に要する経費
	
	ジェイカフ以外の資金

	例

（２）運営管理費
	
	例

自己資金

	例

（　）その他雑費
	
	例

自己資金

	計
	
	

	３）合　計
	
	


注：1.上記「海外活動に要する経費」は別則「専門家派遣支援事業費支給基準」に基づいて算出。なお、同様式は現地協力場所別に記載のこと。

2.上記「海外活動に要する経費」についてジェイカフから支援を希望する場合、上記１)に掲げる費目について他の機関から重複して支援を受けることはできない。

3.上記「海外活動に要する経費」の算出にあたっては、派遣予定専門家の格付け、派遣期間等が関係するので、別表2-1に所要の事項を記入するとともに専門家経歴書を添付すること。また、算出根拠を明らかにするため別表3-1を作成のこと。
4.派遣予定専門家が未定の場合、ジェイカフが登録専門家等を紹介することができる。
（別表2-1）

	専門分野
	員数
	派遣希望

専門家氏名
	派遣時期
	派遣期間
	専門家の
最終学歴*

	例

病害虫防除
	１
	○○○○
	○年○月○日
～○月○日
	○日間
	

	例

農業土木
	２
	○○○○○
	
	
	


*派遣予定専門家の最終学歴は、大学○○学部○○学科○○年卒、高校○○科○○年卒等記入。
※派遣予定専門家の派遣分野の研修および業務経験、ならびに海外での業務経験について、経歴書を添付のこと。

（別表3-1）
海外活動に必要な経費の積算1
	派遣
予定

専門家
氏名
	格付
	打合せに係る国内旅費2～4
	赴帰任に係る国内旅費2～4
	外国旅費5
	専門家

手　当
	機材費6
	現　地

業務費7
	合　計

	
	
	交通費

（鉄道、バス賃等）
	日当
	宿泊費
	計
	交通費

（鉄道、バス賃等）
	日当
	宿泊費
	計
	航空賃
	派遣国
国内旅費
	日当

	宿泊費
	渡航

雑費
	計
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○○空港～○○空港

一人当たりエコノミー往復正規割引運賃

○○○千円×人数
＝　円
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）１．積算においては、可能な限り詳細な積算根拠を明記する。

２．活動地への赴帰任および打合せに係る国内旅費のうち、鉄道、バス賃等は出発点となる専門家の勤務地／自宅から成田空港までの公共交通機関による最も経済的な通常の経路および方法を明記した上、これによる経費を計上する。
３．出発点となる専門家勤務地／自宅の住所および最寄り駅／バス停を記すこと：

４．活動地への赴帰任および打合せに係る国内旅費のうち、宿泊費を計上する場合は、宿泊が必要な理由を明記すること。

５．外国旅費のうち

（１）日当については、本邦を出発した日および帰国のため任地を出発した日、または本邦に到着した日の日当は支給しない。なお、経由地で宿泊が必要な場合は、宿泊及び日当を計上しても良い。その際は、宿泊が必要な理由を明記すること。
（２）上記の外国旅費航空賃の項で例示したように内訳を明記する。
（３）派遣国の国内を空路以外の公共交通機関により移動する場合は、最も経済的な通常の径路および方法を明記した上、これにより計算した料金を計上する。
６．機材費は、ジェイカフの支援を受けて派遣される専門家が、海外の協力活動において技術指導を行うために必要な機材購入に要する経費とし、明細を添付すること。
７．現地業務費は、ジェイカフの支援を受けて派遣される専門家が、海外の協力活動において技術指導を行うために必要な費用とし、明細を添付すること。

*協力活動が複数の場合、2-1活動内容、2-2活動内容として、上記２．活動内容に準じて記載。
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